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　地域外へ転出された塩野町地域内出身者で、ご希望の方
に当通信を送付します。
ご親戚・ご友人など送付のご用命の方は、協議会役員また
は事務局にご連絡をお願いいたします。

地域外転出者へ
　　　通信を送付いたします。

編集後記

発　行：塩野町地域まちづくり協議会
編　集：ほっとニュースステーション
連絡先：朝日支所地域振興課自治振興室（事務局）
　　　　TEL 72-6881   FAX 72-0328
            E-mail  as.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp
　　　　URL（ホームページ） http://www.city.murakami.lg.jp

シリーズ⑨
地域のお宝箇所

スクラムネット観光部会から

ぶどう笑がっこう

地域の茶の間地域の茶の間

　老人会を卒業したみんなで、顔を合わせ、笑うことを目的に不
定期に集まっています。
　昔話に花を咲かせ、ボランティアの母ちゃん達の手作りランチ
を食べ、生オケリレーをし、和やかな一日を過ごします。
　笑うことが一番！みんな素敵な笑顔をみせてくれました

菅原千春（蒲萄）

忠
魂
碑

新しい塩野町地域まちづくり協議会のスタートに向けて

　まちづくり協議会会長にな

り３年目となりました。この２

年間さまざまなイベントに地

域の皆様方のご協力をとご支

援をいただき感謝を申し上げ

ます。

　本年度から新体制となり、

今までの活動を継続し、交流

を通して地域の方々 と仲間の

輪ができることが『まちづく

り』だと思うし、それが『人づ

くり』にも繋がって行く。

　これからも、地域の皆様方

のご協力とご支援を賜りなが

ら活動を進めてまいります。

　地域のまちづくりが始

まって２期目に入ります。そ

こで思いますことは、地域

の方々 が、行事やイベントを

通じ自然な形で継がり、そ

してそれが、共に助け合うと

いうところにまで深く入り込

めたらと思います。

　その手助けが出来るよう

活動をしたいと思っておりま

す。

　塩野町地域まちづくり協

議会の副会長をやらせてい

ただくことになりました蒲萄

の菅原です。

　まちづくり協議会も３年目

に入り住みやすい町を目指し

て頑張っていますが、まちづ

くり協議会をわからない方も

数多くいると思いますので、

これからは、まちづくり協議

会を良く知ってもらい、皆さ

んの協力、支援を得ながら住

みやすいまちづくりに取り組

んで行きたいと思いますので

よろしくお願いします。

　地域の皆さんこんにちは。

私は、今年度３年目となります当

協議会の役員をさせて頂く事と

なりました。

　初めはどんなことをしたらいい

のかわからず不安もありました

が、協議会の「理念」や活動内容

を知り、微力ながらお手伝いを

させて頂こうと頑張っています。

この２年間の活動を軸に、他の協

議会の取組を参考にして、役員

の皆様と共に協力し合い、住みや

すいまちづくりを目指していきた

いと思います。

　そして、無くてはならない地域

の皆様のご協力もよろしくお願い

いたします。

新４役のご挨拶
会長　中山好栄（大須戸） 副会長　小田かよ子（塩野町） 副会長　菅原忠志（蒲萄） 事務局長　相馬 婦美子（早稲田）

　忠魂碑は、日清・日

露戦争での戦死者を慰

霊するために、在郷軍

人会によって全国各地

に建立されたものです。

　小学校の忠魂碑は、大正4年 (1915 年)に大正天皇

の即位記念事業として、塩野町村の在郷軍人会によって

建立され、第 2 次世界大戦終結後、GHQ（連合国最

高司令官）の指示により、龍門寺東側の崖下に埋めら

れたが、サンフランシスコ講和条約が締結（昭和26年、

1951 年）し、戦争状態が終結すると再び現地に設置

されました。

　当時は、児童が下校する際には、忠魂碑に向かって

一礼するよう指導されていました。

　朝日地区にはほかに、朝日みどり小学校・龍山寺（高

根）・妙童寺（布部）などに設置されています。　　

　　　　　　　

　今年度から塩野町地区まちづくり協議会ほっとニュースステー
ションに配属になりました。
　新メンバーで最初の「まちづくり通信第９号」はいかがでした
でしょうか？
　これからも部会メンバー及び各部会の皆さんと協力しながら、
地域の皆さんに密着したニュースをお届けできるように頑張りた
いと思いますので、よろしくお願いします。
さて、これから夏本番！暑い日が続くと思いますが、
お互いに体調を崩さないように過ごしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　大滝　茂幸 ( 荒沢 )

成果マップ ( コピー ) は、
公民館内に掲示してあります。

　この日の天候は曇り空で風も微風
と、屋外の行動にはうってつけの日。
塩野町集落公民館にはこの日、総勢
25 人の参加者が集まりました。3 班
の班編成で、午前中は与えられたエ
リアを徒歩や車で巡回し、お宝箇所
を収集しました。
　午後からのまとめ作業で、収集し
たお宝箇所の写真や感想などを貼り
付け、オリジナルの『お宝マップ』
を作成しました。班ごとの成果発表
では、ユーモアを交えたお宝情報の
発表に、参加者はほのぼのとしたな
かに、興味津々の様子。
最後は、お母さん方による塩野町集
落ならではのご馳走が振舞われ、終
日、塩野町集落を五感で味わった一
日でした。

塩野町集落『お宝箇所』再発見事業
5 月 25 日 日曜日
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地域活性あぐり部会【産業振興部門】

本間 みづえ部会長 塩野町
ほんま

中山　勲副部会長 大須戸
なかやま　いさお

大滝　勉理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

松　岡
おおたき　つとむ

小田 由記夫 本小須戸

原小須戸

本小須戸

おだ　　ゆきお

大滝　由博 荒　沢
おおたき　よしひろ

中山　啓子 大須戸
なかやま　けいこ

大滝  登志男 蒲　萄
おおたき　としお

相馬 婦美子事務局長

事務局

早稲田
そうま　ふみこ

斎藤　博樹部会長 大須戸
さいとう　 ひろき

富樫　都副部会長 早稲田
とがし　みやこ

大滝　裕子理　事

理　事

理　事

副会長

副会長

監　事

松　岡
おおたき　ゆうこ

富樫 ミネ子 早稲田
とがし　　　　 こ

大滝 正一郎 大須戸
おおたき　しょういちろう

菅原　靖 蒲　萄
すがわら　やすし

小田 かよ子 塩野町
おだ　　　　　こ

スクラムネット観光部会【共助・観光部門】

小林　一博部会長 荒　沢
こばやし　かずひろ

中山　イネ副部会長 大須戸
なかやま
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塩野町

塩野町

おだ　　　　　こ

小田 与司夫
おだ　　よしお

富樫　潤 早稲田
とがし　  じゅん

相馬　浩美 早稲田
そうま　　ひろみ

大滝　諒 大須戸
おおたき　りょう

中山　保洋 蒲　萄
なかやま　やすひろ

佐藤 富喜子部会長 塩野町
さとう　  ふきこ

大滝　茂幸副部会長 荒　沢
おおたき　しげゆき

大滝　友幸理　事

理　事

理　事

会　長

理　事

松　岡
おおたき　ともゆき

富樫　忠彦
とがし　ただひこ

渋谷　俊男
しぶや　　としお

齋藤　勉
さいとう　つとむ

中山　好栄 大須戸

大須戸

なかやま　よしえい

菅原　忠志

中山  晴剛

蒲　萄

早稲田

すがはら　ただし

なかやま　はるよし

ふれあい伝承部会【交流・伝承部門】

ほっとニュースステーション【企画・広報部門】

役職名 顔写真 集　落氏　　名塩野町地域まちづくり協議会 新役員名簿
交流と助け合いを通じて、いつまでも住み続けられる固有の環境を整える。

塩野町地域まちづくり協議会の理念（会としてめざすこと）

地域住民・各種団体

参画・連携
成果還元・報告

【現業】
まかない
数名

総　　会　（集落からの代議員38名）
評議員会
（区長等 )

役員会
各集落、団体等から選出

（31名）
会　長 （1名）

副会長 （2名）

理　事 （25名） 事務局長 （1名） 事務局

各集落事業
公民館事業集落活性化支援事業

監事 （2名）

【産業振興部門】
地域活性あぐり部会
　　　　　８名　

【交流・伝承部門】
ふれあい伝承部会

８名

【共助・観光部門】
スクラムネット観光部会

７名

【企画・広報部門】
ほっとニュースステーション

８名
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組織図

農業環境を整備して新たな
交流を生み出し、後継者育
成と市場の拡大を図る。

地域住民が繋がりあえる取
り組みを行う。

新たな組織をつくり、相
互扶助の強化と、環境観
光整備を行う。

情報受発信の仕組みを強化
し、地域振興につなげる。
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地域活性あぐり ふれあい伝承 スクラムネット観光 ほっとニュースステーション
◆秋の大収穫祭の開催
　地域の食文化を後世に伝えるため一同に会し、地元の食材を
使った伝統料理で、地域のよさを再認識します。

◆小学校との連携事業
・新保岳登山
・あいさつ運動
・雪像まつり (冬の行事 )

◆『お宝箇所』再発見事業
・地域内にあるさまざまな
お宝箇所を再発見し、地
域全体で共有し、郷土愛
を醸成します。

◆地域広報誌やカレンダーの発行
・各集落や協議会の取組など
の情報を集約し、地域情報
を共有します。
◆集落活性化支援事業
・集落等で実施事業に対する
金銭的支援。

◆先進地視察研修・先進地に伺い、活性化への取組等を学ぶ。 ◆講演会の開催・地域活性化のための講話を開催し、地域全体の高揚を図る。

1 3

4

22


